
マイカルテの書き方（例）  かながわ CD 

私私私私のののの病歴病歴病歴病歴（（（（マイカルテマイカルテマイカルテマイカルテ）））） 

氏名氏名氏名氏名：梅澤 謙一 性別性別性別性別：：：：男性    

生年月日生年月日生年月日生年月日：：：：Ｓ47 年○月○日（42 歳）    

住所住所住所住所：：：：○○県○○市○○－○ 

緊急連絡先緊急連絡先緊急連絡先緊急連絡先：：：：090-１１１１-１１１１（妻）、090-２２２２-２２２２（父） 

傷病名傷病名傷病名傷病名 

＃1.クローン病  ＃2.Ｃ型慢性肝炎  ＃3.鉄欠乏性貧血  ＃4.先天性肺動脈弁狭窄症手術後ほぼ完治 

既往歴既往歴既往歴既往歴 

1977 年（5歳時）：先天性肺動脈弁狭窄症手術（○○大学病院）、その際に輸血による HCV 感染。 

1991 年（19 歳時）：クローン病発症。 

1997 年（25 歳時）：大腸亜全摘、小腸部分切除術施行（○○市立市民病院）。 

2003 年（31 歳時）：十二指腸穿孔、腹膜炎にて手術（○○共立病院）。 

2010 年（38 歳時）：小腸部分切除術施行（○○市立市民病院）。 

症状経過症状経過症状経過症状経過 

クローン病については内服治療メインであり、食事療法、成分栄養はあまりやっていません。症状悪化時には外科

手術を受けています。 

現在は○○病院消化器外科で半年ごとの経過観察、かかりつけの○○クリニック内科で定期検査、投薬を行ってお

ります。 

2014 年 2 月の大腸内視鏡は残存小腸に多発潰瘍あり。胃内視鏡では幽門にびらん性の胃炎あり。と診断されてい

ます。 

直腸に大きな潰瘍があり、ここからの出血で倒れ、内視鏡で焼いて止血したことがあります。 

普段のヘモグロビンは 6 から 8 程度であり、鉄剤（フェロミア）内服をメインとしています。フェジン静注は副作用の

骨軟化症になったため、現在使用しておりません。 

先天性肺動脈弁狭窄症については、手術後は特に症状はありません。 

C 型肝炎ウイルスによる慢性肝炎は○○クリニック肝臓内科○○医師に診てもらっています。 

現在現在現在現在のののの処方処方処方処方 

クローン病内服薬 

ペンタサ 500mg 2 錠 2 回 

ガスコン 80mg １錠 ３回 

ビオフェルミン錠 １錠 ３回 

アロプリノール 100mg １錠 ２回 

ポラプレジング １錠 ２回 

ビタメジン １錠 ３回 

フォリアミン ３錠 ２回 

シナール １錠 １回 

フェロミア １錠 １回（１日おき） 

C 型慢性肝炎 

ウルソ 100mg ３錠 ３回 

備考備考備考備考    

薬物アレルギー、食物アレルギーなし 

フェジンの使いすぎで骨軟化症を起こしたことあり。現在使用をしていません。 

 


